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a，bを正の数とし，空間内の 3点A(a, −a, b)，B (−a, a, b)，C(a, a, −b)を考え
る。A，B，Cを通る平面を α，原点 Oを中心とし A，B，Cを通る球面を S とおく。
このとき，次の問いに答えよ。

(1) 線分 ABの中点を Dとするとき，−→
DC ⊥

−→
ABおよび −→

DO ⊥
−→
ABであることを示

せ。また△ABCの面積を求めよ。

(2) ベクトル −→
DCと −→

DOのなす角を θとするとき sin θを求めよ。また，平面 αに垂
直で原点 Oを通る直線と平面 αとの交点を Hとするとき，線分 OHの長さを求
めよ。

(3) 点 Pが球面 S上を動くとき，四面体ABCPの体積の最大値を求めよ。ただし，P

は平面 α上にはないものとする。


